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ＡＢＳＣ通信

　出版情報登録センター（ＪＰＲＯ）でＴＴＳの対応可否が登録できるようになりました




　電子書籍登録についてのお願い




　Ｂｏｏｋｓのウェブアクセシビリティ




『ＡＢＳＣ準備会レポート』が電子書籍（ＴＴＳ対応版あり）、マルチメディアＤＡＩＳＹ、点字データに対応しました




　ご登録はおすみですか？





ごあいさつ
アクセシブル・ブックス・サポートセンター（ＡＢＳＣ）
設立にあたって
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日本出版インフラセンター　ＡＢＳＣ管理委員会委員長

日本書籍出版協会理事長

小お野の寺でら 優まさる




　２０２３年３月、日本出版インフラセンター（ＪＰＯ）の理事会において、「アクセシブル・ブックス・サポートセンター（ＡＢＳＣ）準備会」が「ＡＢＳＣ」として、正式にＪＰＯの組織の一部門となることが承認されました。これまでの「ＡＢＳＣ準備会レポート」は「ＡＢＳＣレポート」と名称を変更して発行することとなりますが、この度、第３号作成にあわせ「ＡＢＳＣの役割、そして目指すもの（https://jpo.or.jp/absc/report/3/speech/）」と題した小冊子を作成、同封いたしました。ご高覧を賜れば幸甚です。

　ＡＢＳＣは今後、ＪＰＯの組織・ＡＢＳＣ管理委員会（以下、管理委員会）のもとで運用してまいります。

　管理委員会は、日本書籍出版協会（書協）のアクセシブル・ブックス（ＡＢ）委員会のほか、出版文化産業振興財団（ＪＰＩＣ）、文字・活字文化推進機構、デジタル出版者連盟、電子出版制作・流通協議会といった出版関連団体に加え、有志の出版者等によって構成されています。著作権者との意見交換のため、日本文藝家協会からも委員をご選出いただきました。

　管理委員会下には、ＡＢＳＣ準備会から引き続きＴＴＳ推進ＷＧを設置します。ほかに、本レポートの発行をはじめ、ＡＢＳＣの専用ＨＰ等において、出版業界、出版関連団体や障害者支援団体に対してＡＢＳＣの活動などを発信していく広報ＷＧ（仮）等を設置する予定です。

　また、ＡＢＳＣの施策の一つに、アクセシブル・ブックス情報の集約があります。この施策は、準備会の段階からＪＰＯが運営する出版情報登録センター（ＪＰＲＯ）と連携して進めてまいりました。

　ある出版物が「電子書籍」及び「電子書籍のＴＴＳ対応」、「オーディオブック」「大活字本」等、読書が困難な方にも読める方式に展開している場合には、ＪＰＲＯに登録してくださるようお願いいたします。その際には、①アクセシブル・ブックスとして出版情報に登録すること、②底本ＩＳＢＮ欄を入力すること、の二つの要素が必須となります。

　これらのアクセシブル・ブックス情報は、ＪＰＯが運営する本の総合カタログサイト・Ｂｏｏｋｓ（https://books.or.jp）に掲出されます。Ｂｏｏｋｓは２０２３年２月よりウェブアクセシビリティ規格に対応しており、ここにアクセシブル・ブックス情報を加えることで、障害の当事者や支援団体の方々がより簡単に本を探せるようになると期待されています。一般の読者の方にとっても、一つの作品に対する多様な読み方を知る機能であることは言うまでもありません。

　ＡＢＳＣでは今後も関係各所と連携し、より豊かな読書環境の整備に努めていきたいと考えております。

　今後ともお力添えをくださるよう、お願い申し上げます。





座談会
『世界』の音訳を通して
みえてくる読書バリアフリー
実現への現状と課題







松まつ井い　進すすむ　千ち葉ば県立西せい部ぶ図書館

堀ほり江え 達たつ朗ろう　社会福祉法人 東とう京きょうヘレン・ケラー協会点字図書館

藤ふじ田た 晶まさ子こ　全国音訳ボランティアネットワーク代表

大おお山やま 美み佐さ子こ　株式会社岩いわ波なみ書しょ店てん 『世せ界かい』編集部

上うえ田だ　渉わたる　株式会社オトバンク 代表取締役会長







　岩いわ波なみ書しょ店てんの月刊誌『世せ界かい』２０２２年11月号に「座談会　音で読む『世界』──視覚障害者と情報保障」という記事が掲載されています。アクセシブル・ブックスの一つである「録音図書」ができるまでの過程や、この作業に関わる方々のリアルが反映されています。読書バリアフリーにどう対応していいかわからないという出版者は多いと思いますが、この座談会には、そのヒントが詰まっていました。このノウハウは、音訳の世界だけでなく、点訳やＴＴＳ（Text to Speech：自動音声読み上げ）でも応用することができるでしょう。

　ここでは、岩波書店『世界』編集部より転載許可を得て、当該記事の一部を抜粋するとともに、『世界』の音訳に関わる方々を中心に、現場でのご苦労や出版者に望むことなどを語っていただきました。





『世界』 ２０２２年11月号（岩波書店）より

「座談会 音で読む『世界』

　──視覚障害者と情報保障」
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栗くり川かわ 　治おさむ

元新潟県公立高校教員。就職後五年ほどで病気のため全盲に。二〇二〇年定年退職。現在、立命館大学大学院先端総合学術研究科博士課程、日本学術振興会特別研究員




松まつ本もと 道みち子こ

音訳者。千葉点字図書館音訳会所属




藤ふじ田た 晶まさ子こ

全国音訳ボランティアネットワーク代表




堀ほり江え 達たつ朗ろう

社会福祉法人東京ヘレン・ケラー協会点字図書館職員







音訳図書ができるまで




──『世界』一冊分は、何人くらいの音訳者で担当しているのですか。

堀江　二〇人ほどでしょうか。今年四月に臨時増刊号『ウクライナ侵略戦争』が急遽刊行されたときは、連続したので分担が大変でした、でも出来上がって二四時間経たないうちに八〇近くもの利用がありました。個人以外の施設利用も含まれるので、実際の利用人数はさらに多いと思います。

松本　その報告を受けたとき、それだけ読まれている、とうれしかったです。私は千葉県で一九九七年から音訳ボランティアをやってきました。そういう話に弱いんです（笑）。

栗川　私は臨時増刊号も、もちろんすぐ読みました。視覚障害者各人で音訳版へのアクセスの仕方はいろいろだと思いますが、私は『世界』に関しては二つの方法を使っています。一つは新潟県の視覚障害者情報センターという点字図書館がＣＤに記録して貸し出してくれるＣＤ版。もう一つは携帯用の録音図書再生機での利用です。これはネットと直接つながっていて、定期利用の雑誌を登録しておくとアップされたら自動的にダウンロードされるのです。『世界』は毎月八日発行ですが、音訳者の方々のおかげで月末までには音訳版が読めます。一冊全部聞くと二五時間くらいかかりますが、私はスピードを速くして聞くので、かかるのは一〇時間ほどです。

──頭に入りますか？　文字で読んでも理解には時間がかかります。

栗川　そこは音訳者の方の技術で、実にわかりやすく音訳されています。

松本　三倍速でもわかる読みを目指さないといけないと思っています。そのためには呼吸法のほか、喉、筋肉、口の中など、自分のメンテナンスも大事です。年齢による衰えもありますから。

──俳優の朗読とは違うんですか。

松本　活字で書かれているものをきちんと読むという点では同じですが、大きな違いは、音訳では図表などの視覚情報も言葉で伝えることです。音訳者の養成講座で教わるのは、図や写真は細部を一つ一つこまかく説明するのではなく、まず何が描かれているか全体を伝え、そこから細かな部分にフォーカスしていく方法です。例えばこの座談会の写真が掲載されていたとして、最初に「集合写真です」と説明し、それから名前や席順などを説明します。

──例えばこの一一月号の「民話採光」（注・巻頭カラーページ）はどう音訳されるのでしょうか。

堀江　この月は松本さんとは別のグループが音訳してくれていますが、理解のためにまず扉ページにある阿部海太さんの文章から読み、巻頭ページに戻って、「一ページを使ったカラーグラビア、妻を置いて他の雌鹿に会うために海を渡ろうとしている雄鹿の絵です」と全体を説明。そして、背景の色などに続き、「鹿は首を立て、頭を心もち左に傾けていますが、シルエット状に描かれており、表情を見てとることはできません。海面には鹿とススキが手前側に向けて影のように映りこんでいます」と情景を説明しています。

　私は音訳者の指導員もしていますが、読むのが好きというだけでは務まりません。下調べもあるし、説明のための作文もしなくてはいけません。絵本の読み聞かせや文芸作品の朗読をイメージして、自己表現したいという方も来られますが、自分の好きな本はまず読めません。利用者の希望に応じ、電気機器のマニュアルも読むし、医学書もあるし、官能小説もある。あくまで目の代わりなんです。

──同音異義語はどうするのでしょう。

堀江　漢字を説明します。「『こうよう』が美しかった」と読む場合、必要に応じ「紅葉」ならば「コウはべに」、「黄葉」ならば「コウは黄色」という説明を加えます。

──文を途中で切って、説明を入れる？

堀江　はい。特殊な技術で、「ピッチを下げる」というのですが、説明部分はそれまで読んでいた音の高さより極端に下げて言葉を補うのです。

松本　気をつけなくてはならないのは、耳で聞いてもわからないのではないかと、何でもかんでも説明を入れがちになることです。それは小さな親切、大きなお世話です。文脈でわかるならば、テキストにない音訳者の声は、極力減らさなくてはいけません。

栗川　素晴らしい音訳は、聞いていて本当にストレスが少ないです。必要な箇所にさりげなく情報が加えられ、それでいて文章はスムーズに流れている。

──下調べはどんなことを？

松本　固有名詞は全部調べます。読み方のわからない専門用語なども調べます。参考文献に、英語、フランス語、ドイツ語などがある場合は、そうした言語に強い音訳者が主に担当します。特に困るのは今後刊行される書籍の書名です。ネットにまだアップされておらず、調べがつかないことが多いので。

堀江　巻末の新刊書広告のページは、読みを調べるのに製作時間の九割方が使われていると思います。

栗川　私はこのページが楽しみなんです。来月これが出るんだ、と（笑）。





■『世界』の音訳版実現までの道のり

──『世界』の音訳版が実現するにあたって、松井さんの働きかけがあったという話ですが。

松井　２０１０年のことですが、当時、『週刊金きん曜よう日び』の音訳版を作り、原本と同一価格で販売していたテープ版読者会の舛ます田だ妙たえ子こさんから相談がありました。新にい潟がたに『世界』を音声で読みたいという全盲の読者（栗川治さんのこと）がいるのだが、『週刊金曜日』と同じようなしくみを『世界』でもできないだろうかという話でした。テープ版読者会では、原本が発行される一週間遅れくらいで音訳版が発行されていました。『世界』を全ページ音訳すると、だいたい二五時間くらいの分量になります。それを十数名から二〇名くらいの音訳者で分担して製作し、『世界』は月刊なので、一か月遅れくらいで発行することを目指すことになりました。ただ、これだと一人の音訳者が毎月一時間ちょっとの音訳作業をしなければならず、けっこう大変です。藤田さんが代表を務める全国音訳ボランティアネットワークの力を借り、当時は六チームで順番に回していくことにしました。

　その後、音源を編集します。

　サピエにアップするには、サピエに登録している点字図書館（視覚障害者情報提供施設）が必要なため、東京ヘレン・ケラー協会の堀江さんに相談し、快く引き受けていただけることになったので、このしくみができあがったのです。

──松井さんは以前、ご自身の著書を「バリアフリー出版」した経験があるそうですね。

松井　私は盲導犬使用者なのですが、一頭目の盲導犬を病気で亡くした時にそれを何か形に残したいということで、ある出版者から２００１年に『二人五脚　盲導犬クリナムと歩いた７年の記録』という本を出しました。さまざまな読者を想定して、点字版、音訳版、大活字版など五つの媒体で出版することにしました。その際、「バリアフリー出版」という言葉を使いました。

──『世界』の音訳版が、二五時間になるというのはすごい分量ですね。

堀江　『世界』の音訳版でとくにこだわっているのは、広告も含めて全文音訳するということです。じつは、雑誌の音訳版はわりと作られているのですが、抜粋版がとても多いんです。全部まるまる読むという『世界』の音訳版の方針は、とても画期的なことです。とくに『世界』には、本の広告がけっこう入っているので、その広告を聴いて、読みたい本の音訳リクエストを出すといった効果が生まれています。
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■雑誌の音訳版はどのくらい作られている？

──雑誌の音訳版って、全国で何種類くらい製作されているんですか？

堀江　全視情協（全国視覚障害者情報提供施設協会）が運営しているサピエで扱っているものに限りますが、三九一タイトルあります。

　そのうち、全文を読んでいるとうたっているのは、一四八タイトルあります。ただし、『世界』のボリュームとは異なり、一、二時間程度のものがかなり含まれています。ざっくり、二〇時間以上のものはどのくらいあるのかなと数えてみたら、一〇タイトルほどだけでした。

　ちなみに、『文ぶん藝げい春しゅん秋じゅう』も二〇時間以上になります。

──サピエの利用ランキングでは、『週刊文ぶん春しゅん』や『週刊新しん潮ちょう』がいつも上位にきているそうですね。

堀江　これらの週刊誌も、クイズとか音訳が難しい部分をのぞいて、基本的に全文音訳されています。ただ、『世界』と比べるとページ数が半分以下なので、平均時間数はだいたい一〇時間くらいです。

──藤田さんが代表を務めている全国音訳ボランティアネットワークに参加している全国の音訳ボランティアグループでは、やはり雑誌より書籍の音訳がメインですよね。

藤田　あまり大きい声で言いたくはないんですけれど、音訳者は、急いで作らなければならないものに対する拒否反応というのはありますね。つまり、書籍の場合、基本的にいつまでに完成させなければならないという納期がないんです。また、定期刊行物の場合、始めた以上、やめるわけにいかないという責任が伴うので、なかなか参入しづらいという面があります。




■音訳製作者と出版者との連携の可能性は？

──雑誌の音訳を分担して行う場合、雑誌をコピーしたりしているのですか？

藤田　『世界』は、岩波書店さんのご厚意で、音訳者に全部献本していただいています。これはとても大きいことです。

堀江　初期の頃は、まず私のところに二冊だけ送ってもらって、私がカッターで切って、記事を分担していました。

──サピエにアップされている音訳図書は、著作権法37条３項に基づき、出版者の許諾がなくても製作できるわけですが、その結果、出版者の人間が、音訳版の存在を知らないということにもなりますね。

大山　私は、『世界』の編集部に移って、四年くらいになります。『世界』が刊行されるとそれを真っ先にその音訳者さんたちに発送する仕事があることを知りましたが、その先どうなっているのかは、ほとんど知らないままでした。ある日、堀江さんが録音図書専用の再生機を持って来社され、その場で『世界』の音訳版を聞かせてくださいました。そこで、自分たちが作っている毎月の記事が、こういうふうに音訳されて届けられていることを初めて知りました。その時一番驚いたのが、巻頭のグラビアページに、どういう絵が書かれているのか、あるいは色合いなどについて、ていねいに説明されていることでした。

　その時、同僚の二人で大変感激して、座談会を組むことになったんです。

　座談会の後、気づいたことを編集部で共有したのですが、固有名詞や難しい読みについては、なるべくルビを振ろうということになりました。それから、日本語は同音異義語が多いので、どの言葉を使えば耳で聞いてわかりやすいか、私自身も声に出して読んでみたりしました。そうした作業は、記事そのものの読みやすさやアクセシビリティ向上にもつながるのではないかと思いました。

──点訳や音訳する作業は一言一句チェックしているので、元の編集作業で見逃されていた誤植が見つかるという話もありますね。

藤田　私たち音訳者はある程度訓練されていますので、マイクの前に座って声に出して読むということについては、比較的苦ではないのですが、それ以前の読み方を調べる「調査」にとても時間がとられます。ルビをつけていただいたり、出版者の立場からなんらかのご協力をいただけるのであれば、たいへんありがたいと思います。

松井　専門的な本の場合、図や表をどのように読むかという原稿づくりに、けっこう時間がとられるんです。音訳者だけでなく、図書館スタッフにもチェックを依頼される場合があります。それが理由で、新刊本の音訳が完成までに半年とか時間がかかってしまっているんです。私たちはそれを「冷めたスープ」と呼ぶことがあります（笑）。

堀江　視覚障害者は、最近ＡＩを使って読み上げソフトで聞くことが増えています。一部に「もう音訳者はいらないんじゃないか」という声も聞かれますが、たぶん残るのは、図表とか写真の説明とか。「音訳者」という言葉でもなくなってしまうかもしれません。「説明文製作者」とか「視覚的説明文製作者」とか（笑）。それを今のボランティアの方々にどこまで担っていただけるのか。声に出すことは好きだけど、説明文を作るのはしんどいと、やめてしまう方もいらっしゃいます。もともと文字にするのが難しいから図表にしているわけで、それを文章化する作業というのは、私もよくやっていますが、すごく苦しいです。最近、オーディオブックが出版されるケースが増えてきましたが、オーディオブックでは、写真の説明まではしてくれないですよね。

松井　私たちがオーディオブックで、株式だとかビジネス関係の本を読んだとして、「図なんとか参照」としか表現されないので、その具体的な中身がわからないことがよくあり、悲しい気持ちになります。ＡＩでは、写真を説明する機能も最近少しずつ出てきて、「これは富士山の写真です」とか「二人の人が並んでいます」とか説明してくれるようになりましたが、図表やグラフについては、まだまだ難しいですね。
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■音訳版とオーディオブックの違い

──上田さん、オーディオブックを作られている立場から、このへんはいかがですか？

上田　図の処理って、かなり難しくて、音訳者のみなさんに、僕は頭が下がる思いです。

　やっぱり図を読み上げるということや説明を作るということは、難易度が高いですよね。

　２００４年にオーディオブックの事業を始めるにあたり、日本におけるオーディオブックのフォーマットを作ることになりましたが、その時に「図をどうする」という議論になりました。

　当時のアメリカでは図があろうがなかろうが、文字の部分だけ読み上げ、文中に「図参照」という言葉があったとしても、図のＰＤＦデータ等はいっさい入っていなかったんです。日本ではその手法ではだめだなと思いました。

　そこで、図に関しては、アプリに表示できるようにしようと、日本ならではのフォーマットに作り直したという経緯があります。

　どうしても図が必要な作品はＰＤＦデータを表示し、それ以外のものも、図がなくてもわかるように、簡単な説明をつけたりといった工夫を、もちろん、著者や出版社に確認をとったうえでやっています。

松井　オーディオブックでは、著者略歴とか、奥付とかを読んでいないんですよ。電子書籍にはふつう入っているので、上田さんにぜひお願いしたいと思っています。

──オーディオブックでは、定期刊行物は扱っているんですか？

上田　あります。日にっ経けい新しん聞ぶんのダイジェスト版の「聴く日経」とかは毎日配信されたり、東とう洋よう経けい済ざいオンラインの「聴く東洋経済オンライン」とか。でも「聴く日経」はダイジェストですし、「聴く東洋経済オンライン」は東洋経済の記者が元の記事にまつわる裏話や、ニュースの解説といった内容になっているので、雑誌丸ごととか、サイト丸ごとオーディオブックにしているわけではありません。なぜ作っていないのかというと、更新の手間や声優・ナレーターのリソースが現状では足りていないという問題があるからです。たとえば、ＴＴＳがうまく機能するようになれば、まるごとバージョンが作られていく可能性はあると思います。

松井　日経電子版の「ＡＩアナが読むニュース」では、すでに合成音声を使っていますね。私は毎日読んでいます。
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■ＴＴＳ活用の可能性

──オトバンクのコンテンツでは、合成音声は活用されていますか？

上田　まだ「ＡＩナレーターが読む 日経電子版 きょうの速報ニュース」といった一部に限られています。じつは合成音声に関しては、サーバー側の通信速度と、計算スピードの問題があって、今の合成音声はパソコン側で全部読み上げてしまっているので、まだ無料サービスとしてやっていけないレベルなんです。また、オトバンクでは、長時間でも心地よく聴ける合成音声を目指しているので開発にも時間がかかっています。ただ、かなり高いレベルまで開発が進んできているので、近い将来、本格的に実用化できればと思っています。

堀江　現在は、利用者が持っている合成音声ソフトの幅があり、能力もずいぶん異なりますが、それがクラウド型のサービスになるということで、利用者側の環境による格差が解消されるということですね。

松井　私の場合は、最近、スマートスピーカーを活用していて、スマートフォンを操作しなくても、自分の声だけで操作ができるので、ひじょうに便利になってきたなと日々実感しています。




■音訳者の世代について

──『世界』の音訳スタッフは、どのくらいの世代の人が多いですか？

堀江　六〇代から七〇代の方が中心です。『世界』専門のスタッフということではありませんが、ちょうど今、新年度の音訳ボランティア養成講習会の募集をかけています。募集要項では、二二歳から六五歳ということにしています。ほんとうは年齢制限をつけないほうがいいのでしょうけど、年齢の上限を設けているのは、最低でも五年は続けてほしいということがあるからです。うちでは、一回二時間で二〇回、半年間の養成講習を開催していますが、それを修了して、やっとスタート地点。すぐに『世界』が読めるわけではないので、何年かかけてステップアップしていくことになります。年齢というよりも、個人差がとても大きいと思っています。

　図書館の立場では、「最低五年」とアナウンスしていますが、私個人としては、「最低でも一〇年は続けてほしい」というのが本音です。

　せっかく養成し、養成を受けていただいているので、むだにならないようにという気持ちからです。
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■資料の多様性について

──音訳されている図書や雑誌の種類がまだ限られているのが現状だと思いますが、そのへんについてはどう思われますか？

堀江　ある視覚障害の人が官能小説の音訳版が製作された時に、「これでわれわれの読書の自由が保障された！」というコメントを出して、もう一人の視覚障害のある図書館関係者の人が烈火のごとく怒ったというエピソードがあります。ほとんど専門書が十分に音訳化されていないのにもかかわらず、そんなことは決して言えないとおっしゃっていました。サピエなどの普及で、いわゆる文系の小説やエッセイ類は、かなりさまざまな本が読めるようになってきたかもしれませんが、その人が本当に必要としている本、あるいは視覚に障害がなければ出会っていたかもしれない本と出会えないという問題が、根深く存在していると思います。
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■最新技術活用の可能性について

──このような座談会で話し合っていると、課題山積の部分もありますが、一方で技術革新も進んできていて、点訳する際は、漢字かな交じりのテキストデータがあれば、自動点訳ソフトが開発されていますし、音訳にもＴＴＳが使われるようになってきています。

　もちろん、点訳ソフトにしても、合成音声にしても、誤植や誤読が発生しますので、人間による校正の手間はまだ必要な現状ですが、そのへんを合理的に組み合わせていくことも考えられますね。

松井　『世界』の音訳版でも、すべて肉声ではなく、一部に合成音声で読み上げをさせて、録音する手法を使ってもいいかもしれません。

大山　そうですね。公共性の観点から、出版者からデータを提供するという方向はあるんじゃないかなと思いますが。

松井　たとえば、広告の部分とか。

大山　広告は画像データになってしまっているので、データ化しづらい面があります。もちろん、元のデータにさかのぼればできるとは思います。




■視覚障害以外の障害者に対するアプローチについて

──松井さんは、公共図書館で「障害者サービス」を担当されていますが、これまでどうしても音訳版の利用者は視覚障害者に限られてきた歴史があると思います。２０１９年の読書バリアフリー法制定以降、なにか変化はありますか？

松井　自分が「読書障害」だという認識をもっている人はまだまだ少ない、というのが大きな課題です。私が勤める図書館でも、視覚障害以外の人でもサービス登録ができるように要綱を変えていますが、ご自分が「読書障害」だという認識をしていない人がたくさんいます。学習障害もそうですし、高齢者の人でも一定の条件のもとで提供できるんですけど、ただの老眼で「読みづらい」というだけでは提供できないということもあり、その「線引き」を理解していただくのが難しいですね。どうやって、適正な利用を広げていくかということに取り組んでいます。

　あとは、スマートスピーカーなどを利用すれば、スマートフォンの操作が苦手な人でも、楽に音声版を再生できるようになります。そうした機器の使い方をサポートする人の養成なども検討しているところです。

堀江　うちの点字図書館ではサピエの登録を受け付けていますが、やはり視覚障害者以外の登録は少ないのが現状です。

　学習障害の人から問い合わせを受けることがありますが、学習障害と一言でいっても、一人ひとりニーズが異なるので、点字図書館の立場ではなかなか難しい側面もあります。

上田　私どもが提供しているオーディオブックは、いわゆる境界線上にいる方もカバーできます。たとえば、老眼とか、ディスレクシアの診断までは受けていない「ディスレクシア傾向の人」もいらっしゃるんですよ。読めるんだけど、読むのが極端に遅い人。かつて活字の媒体しかなかった時代は、仕方なく活字を読んでいたけれど、媒体が多様化してきた現代では、活字以外で情報を得たいという人が、一定数いらっしゃると思います。読書バリアフリーの会議などに出席すると、どうしても、視覚障害の立場の議論で埋め尽くされる傾向があるので、私の立場からは、いつもこの境界線上の人の例を出して、オーディオブックがそういった方々をもカバーできますという話をするようにしています。




■ボランティア依存モデルから脱却するには？

藤田　『世界』の音訳版のようなプロジェクトを、完全に音訳者というボランティアだけで担っているというのは、大きな問題です。私たちは目の見えない人の情報保障しているわけですよね。それをボランティアに丸投げしているということについては、つねづね疑問に思ってきました。せっかく２０１９年に読書バリアフリー法が制定されたので、現状のボランティア依存モデルをどう脱却していけるのかということについて、行政が責任をもって各方面に働きかけることで、打開策を見つけていただきたいと考えています。

松井　これまでは出版者がまったく関わらず、図書館とボランティアだけが音訳を担ってきた歴史が長かったのですが、これからは同じ方向を向いて、さまざまな読者のために、お互い何ができるのかを一緒に考えていく必要があるのでしょうね。

　とくに、手間を少しでも省いて、タイムラグを少しでも短くしていく努力が求められると思います。

　出版者には、電子書籍の同時出版もぜひお願いしたいと考えています。

大山　たまたまある著者のトークイベントに参加した時、視覚障害のある読者の方が参加しておられ、話が盛り上がり一緒に食事をして帰ることになりました。本も購入され著者のサインもしっかりゲットしておられたので、どのように読書しているんですかと伺ったら、図書館の対面朗読で読書を楽しんでおられるとのこと、そして何より、同じ本について語らうことが障害の有無に関係なく本当に楽しいんです。そうした本を通じた出会いが広がっていくといいなと思いました。
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CINEMA Chupki TABATA 代表

平ひら塚つか 千ち穂ほ子こ




鑑賞者を広げていくことによって、

目の粗かったドットがどんどん細かくなっていって、

これまで見えなかったものが見えてくる世界に

繋がっていくんじゃないかというのが、

私の思うユニバーサルシアターです。
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［略歴］

１９７２年東とう京きょう都と生まれ。早わ稲せ田だ大学卒業後、飲食店や映画館に勤務。２００１年、バリアフリー映画鑑賞推進団体「City Lights（シティ・ライツ）」を設立し、視覚障害者の映画鑑賞環境づくりに従事。２０１６年、日本初のユニバーサルシアター「CINEMA Chupki TABATA（シネマ・チュプキ・タバタ）」をクラウドファンディングで設立。

２０２２年、自ら出演しプロデューサーも務めたドキュメンタリー映画『こころの通訳者たち』で描かれた〝舞台手話通訳者の奮闘を追ったドキュメント映像に音声ガイドをつける〟という試みなどが評価され、令和4年度芸術選奨文部科学大臣新人賞を受賞。




『こころの通訳者たち』

公式サイト

https://cocorono-movie.com/
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著書に『夢のユニバーサルシアター』（読書工房）。

https://d-kobo.jp/products/detail/35
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──「シネマ・チュプキ・タバタ」では、視覚障害や聴覚障害のある人も一緒に映画を楽しめるように、上映作品すべてに日本語字幕とイヤホン音声ガイド（登場人物の動きや場面などを解説する音声）が付いています。映画『こころの通訳者たち』では、〝舞台手話通訳者の奮闘を描くドキュメンタリー映像に音声ガイドを付ける〟という平塚さんたちの試みが描かれています。この作品が評価され、芸術選奨文部科学大臣新人賞も受賞されましたね。

　目の見えない人に「手話」をどのように伝えたらいいか、視覚障害者の方と手話を使う方、みんなで対話しながら試行錯誤して音声ガイドを作っていく様子を、ありのままに映していただきました。「舞台の音・セリフが聞こえない方たちのための舞台手話通訳と、映像が見えない方たちのための音声ガイドの両方をお伝えする作品になったらいいんじゃないか」と、この試みがスタートしました。

　手話という言語では、表情、瞬まばたき、そのすべてが意味を持っている──なんていうことは、見えない人からすると初めて知ることばかりでした。話し合い、ぶつかり合う中で、ご相談に乗っていただいていた手話通訳士の方が「こういう、お互いを知ることができる話をもっとしたいですよね」とおっしゃったんです。「話を進めるなら当事者を交えてじゃないと」ということを教えてもらいました。

　受賞が決まった時は驚きました。広く、芸術のユニバーサル化や作品のアクセシビリティについて取り組んだ文化的な活動をしてる人たちに奨励される賞のようです。出版関係のアクセシビリティを担当されている方も、けっこうこの作品を観にきてくださいました。

──あらゆる人に楽しんでもらうという観点は、出版者がアクセシブル・ブックスを考えるにあたって大切な要素だと思います。「シネマ・チュプキ・タバタ」では、どのような手順で映画の音声ガイドを作られているのか、お教えいただけますか？

　まず、配給会社に許諾を得て、本編の素材と完成台本（なければセリフの書き起こしテキスト）などをもらいます。次に制作者を決めます。作品に応じて、チームで作る時もあるし、一人で担当する時もあります。今、チュプキの上映サイクルがタイトになってきているため、一か月ぐらいで作り上げなければなりません。一〇日～二週間で初稿を上げて、モニターチェックをかけます。ディスクライバー（音声ガイド制作者）と、視覚障害者のモニター一、二名、さらに立ち会っていただける場合は作品の監督も一緒に、映像を見ながらガイド案を聞いてもらうという工程です。それぞれの意見をすり合わせ、どういう方向性で直したらいいか検討します。なかなかニュアンスが伝わらない時は、対話を重ね、代案を出していく。持ち帰って一週間くらいで仕上げ、監督のＯＫが出たら、音声ガイドの録音・編集。ここ（映画館の上の階にあるスタジオスペース）で録音もしています。そうして上映に間に合わせるというサイクルです。

──音声ガイドの制作では、どんなことに苦労されていますか。

　制作はきついですけど、好きなことだし、あまり苦労を苦労と思わない性格ですが、権利関係では自由自在には制作できない部分もあります。作品を決めるのが一番大変です。こちらがやりたくても、配給会社の都合で制作を断られてしまうこともあります。海外の作品、メジャーな作品は、他社で前例があるかどうかで判断されてしまい、残念ながら手が出せていない状況です。何か一つでもモデルケースができれば、進んでいくかもしれません。

　音声ガイドで表現することが難しそうな場面を含む作品もたくさんありますが、チャレンジしたいです。観たい人がいるのに、「できません」とは言えないですよね。

　ラーメンに「油多め／少なめ」の好みがあるのと同じように、楽しみやすさに合わせたさじ加減をしていきます。でも、作者がそれを喜ばないようなものにはしたくはありません。見えない人たちにちゃんとわかるように伝わることと、作者にも感謝してもらえることとのバランスを考えてガイド作りをしています。難しいけれど、誰からも「よかった」と思われるものにするには、いろいろな気づかいが必要です。音声ガイドは「究極の思いやり」だと思っています。

　見たまま、動きだけをただ説明するだけでは、かゆいところに手が届かないガイドになってしまう。この映画、このシーンで一番伝えるべきことを、制作者目線、鑑賞者目線、両方の感覚を持ちながらガイドを作っています。大変なこともありますが、好きなものを届けるためには、頑張れてしまいます。

[image: 写真　2枚　右　すべての座席に音声ガイドイヤホンが設置されている。　左　親子連れや、感覚過敏の方なども鑑賞しやすいよう、別室も用意されている。]





──ネットフリックスの配信など、少しずつ音声ガイドが増えてきていますね。

　映像が身近になっていますし、時代が変わってきました。イベント関係でも、障害者対応への意識が高まっていますね。すごく喜ばしく思うのは、だんだん福祉の課題ではなくなってきてることです。今、文化全体の課題として「ユニバーサル化」、つまり誰にでも享受できるようにという取り組みが盛り込まれてきていて、それは大きいですよね。

「健常者の人たちが楽しんでいる映画を、障害者の人たちにも楽しめるようにしましょう」ということではありません。見えない人の鑑賞法や聞こえない人の鑑賞法をサポートするのは、当たり前のこととして取り組む必要があります。誰もが観客として一緒に楽しめるように取り組むことで、私たちは、目で見ただけでは通り過ぎてしまうようなことに気づくチャンスを与えてもらっている。サポートを通じて、映画がより面白くなるとか、演劇がより面白くなるとか、そういうふうに考えて進んでいけたらいいなと思っています。

　この映画館も、こんなに小さな劇場なのに、「音が命」という見えない人のためにこだわって、すごく音響がいいんです。そしてこの環境は、見えない人に限らず、みんなが受けられる恩恵でもあるんですよね。鑑賞者を広げていくことによって、目の粗かったドットがどんどん細かくなっていって、これまで見えなかったものが見えてくる。そういうていねいな積み重ねが、誰もが生きやすい世界に繋がっていくんじゃないかというのが、私の思うユニバーサルシアターです。そこをちゃんと伝えていけたらいいなと思っています。

[image: 写真　シネマ・チュプキ・タバタの館内。]





『CINEMA Chupki TABATA

WEBサイト

https://chupki.jpn.org/

[image: QRコード]






ＡＢＳＣ ＩＮＴＥＲＶＩＥＷ０２




星せい美び学がく園えん短期大学日にち伊い総合研究所客員研究員

独立行政法人国立特別支援教育総合研究所名誉所員

大おお内うち　進すすむ




「手と目でみる教材ライブラリー」は、

視覚障害者だけでなく、晴眼者や障害のない方に

とっても見逃していたものを発見する場所、

新たな視点を与えてくれる場所に

したいと思っています。




[image: 写真　おおうちすすむ氏]





［略歴］

『手と目でみる教材ライブラリー』を運営。著書に『視覚障害のためのインクルーシブアート学習─基礎理論と教材開発』（編著、ジアーズ教きょう育いく新しん社しゃ、２０２１年）、『視覚障害教育に携わる方のために　５訂版』（共著、慶けい應おう義ぎ塾じゅく大だい学がく出しゅっ版ぱん会かい、２０１６年）、『ルイ・ブライユ（学習まんが人物館）』（監修、小しょう学がく館かん、２０１６年）、『インクルーシブ教育を支えるセンター的機能の充実　特別支援学校と小・中学校等との連携』（編著、慶應義塾大学出版会、２０２１年）、『イタリアのフルインクルーシブ教育─障害児の学校を無くした教育の歴史・課題・理念』（監修、明あか石し書しょ店てん、２０２２年）など。





──視覚に障害を持つ人にとって、触覚はとても重要な感覚ですが、出版者の多くの人たちは特別支援教育の現場で「触覚教材」や「触しょく図ず」なども用いられていることを知りません。大内先生は、自ら模型類を収集され、ライブラリーを開設されたと聞きました。

　まずは、そのいきさつからお話しいただけますか。

　私は、東とう京きょう都との特別支援学校を経て大学附属の盲学校の教員として、視覚障害教育に携わりました。その後、国立特別支援教育総合研究所のスタッフとして視覚障害教育の実際的研究に従事してきました。主たる研究課題は触覚の活用と教材開発でした。一般の教科書は視覚活用を前提に作られています。ところが、全盲児童向けの点字教科書には写真や図版などの大事な情報を掲載することが困難です。確かな概念を形成し、実体の伴った学習を進めるためには、手でさわれるものを用意する必要がありました。また、理科における光の学習や、美術における絵画の鑑賞などは、「見えている」ことを前提とした内容であり、それらをどう理解させるかも課題でした。

　こうした課題に取り組んでいる中で、岩いわ手て県けん盛もり岡おか市しで全盲の桜さくら井い政まさ太た郎ろう先生が視覚障害者のための「手でみる博物館」を運営されていることを知り、何度もうかがって知見を得、薫くん陶とうを受けました。それが、「手と目でみる教材ライブラリー」の開設につながっています。

　触覚教材となりそうな立体模型、触しょく察さつ支援教材や視覚障害教育関係資料などを、自費で収集してきましたが、２０１４年４月、国立特別支援教育総合研究所退職を機に、ライブラリーとして開設しました。

「手と目」としたのは、ロービジョンを含めて広く視覚障害を対象としているからです。また、内容が教育活動に関わるものをメインとしているので、「教材ライブラリー」という名称にしました。

──ライブラリーの役割を教えていただけますか。

　大きく分けて四つあります。

　一つ目は、イタリアにある「アンテロス美術館」分館としての機能です。

　イタリアのアンコーナには、全盲のアルド・グラッシーニさんたちが開発された「オメロ美術館」があります。こちらは、彫刻作品等が自由に触れる美術館として日本でもよく知られていますが、ボローニャには絵画を触覚可能なレリーフに翻案した「手でみる絵」を鑑賞できる美術館があります。１９９９年に開設されたアンテロス美術館です。このライブラリーでは、アンテロス美術館と共同で制作した、『神か奈な川がわ沖おき浪なみ裏うら』（葛かつ飾しか北ほく斎さい）、『姿すがた見み七しち人にん化け粧しょう』（喜き多た川がわ歌うた麿まろ）などを含めて、一〇点余りの作品を所蔵・展示しています。

『神奈川沖浪裏』はいくつかの層で構成されています。順序よくさわっていくと、波の動き、押おし送おくり船ぶね、漕ぎ手、波なみ頭がしらからのしぶき、その下に小さく富ふ士じ山さんが描かれていることがわかります。実際の情景を誤解なくイメージするためには補助教材が必要です。この絵には東とう京きょう湾わんから見た富士山が描かれています。さわれる立体地図を用意して、東京湾と富士山の位置関係や距離感、絵画の遠近の描き方とはどんなものかを感じてもらいます。富士山がなぜ小さくみえるのか、一〇〇キロ離れた東京湾からの眺めなのです。

『姿見七人化粧』は、鏡に向かう女性の後ろ姿と鏡に映った顔という構図になっています。一枚の絵で人物の全体像がわかります。鏡の部分は透明アクリル板です。その下に鏡に映っている顔面のレリーフがあります。鏡を確認してから、それを外して、映っている顔面を確認してもらいます。補助教材として江戸時代の風俗がわかる着物姿の人形と実物の鬘かつらも用意しています。

　大事なことは、鑑賞するだけでなく、世の中に絵というものが存在していること、絵が伝えようとしていることなどを知ってもらうことです。一枚の絵について、時間をかけてじっくりと理解を深めてもらいます。その経験が他の説明にも生かされます。

　二つ目は、視覚教材を補完する模型の収集・展示・説明です。

　社会科の教科書には歴史的な建造物が写真で紹介されていますが、点字教科書にはありません。そこでよく知られている寺や城などの模型を用意しています。東とう大だい寺じ大だい仏ぶつ殿でんは、建物を外して大仏をさわることができます。お城の天守閣はどれも似たように思えますが、異なるお城の城郭全体をさわると、それぞれの守りの仕掛けに工夫があり興味を惹かれるようです。浅あさ草くさの雷かみなり 門もんの表側は皆さんご覧になっていても、裏側は通り過ぎたまま見ていない、見たとしてもあまり憶えていないのではないでしょうか。模型をさわると裏にも像のあることがわかります。さわって知ったことは、より記憶に残るということも実感できるでしょう。

　模型では、縮尺が大切です。エッフェル塔、東京タワー、スカイツリーなどは同じ縮尺で比較できるものを揃えていますが、同じ縮尺の模型ばかりを揃えることは不可能です。そこで、縮尺率に合った人間のモデルを置き、大きさを想像してもらいます。

　子どもの好きな乗り物も集めています。歴史と関連づけて説明するよう意識しています。馬車の時代から現代までの歴史がたどれるよう、できるだけ１／24サイズの模型で比較し説明するようにしています。歴史的な事件との関連では、ケネディ大統領暗殺の時に夫妻が乗っていた大統領車の精密模型、ケネディとジャクリーンの人形が乗っている模型もあります。また、オスプレイなど時事的な話題に出る模型も用意しています。

　三つ目は、日本点字図書館が運営する「ふれる博物館」との連携です。「ふれる博物館」は図書館本館から離れていて、ここから徒歩で五分ほどの所にあるのですが、このライブラリーの教材を展示していただくこともあります。アンテロス美術館が制作したレオナルド・ダ・ヴィンチの『最後の晩餐』のレリーフと、その説明補助のための模型も置いてあります。

　２０１７年に開設した「ふれる博物館」には、開設時から展示企画に協力してきました。最近では、外部からの協力を得て展示内容も広がってきています。３月まで開催していた第11回企画展「石を感じる」では、静しず岡おか県けん富ふ士じの宮みや市しの奇き石せき博はく物ぶつ館かんのご協力により各種鉱物が展示されていました。

　四つ目は、視覚障害教育に関する資料や文献、手でさわる絵本など視覚障害者向けの出版物の収集と公開です。目録が整備できるといいのですが、まだ道半ばです。国立国会図書館にもない資料などを集めたいのですが、そう簡単なことではありません。

──実際にさわると、晴眼者にも新たな発見がありました。

　「手と目でみる教材ライブラリー」は、視覚障害者だけでなく、晴眼者や障害のない方にとっても見逃していたものを発見する場所、新たな視点を与えてくれる場所にしたいと思っています。視覚だけでなく触覚など他の感覚を動員することで、作品の細部にまで意識を行き届かせることが可能となります。このような楽しみ方が一般の美術館や博物館でも味わえるようになっていくことを切望しています。それがこのライブラリーのもう一つの役目かもしれません。

[image: 写真　『かながわおきなみうら』では、波に翻弄される押送舟の模型や立体地図など、さまざまな補助教材を使ってていねいに説明する。]






編集部より　全国のおもな触れる博物館・美術館を調べてみました。

利用するには事前申し込みが必要なところもありますので、ホームページ等でチェックしてくださいね。










桜井記念　視覚障害者のための手でみる博物館（岩手県盛岡市）

http://tedemil-hakubutukan.asablo.jp/blog/

[image: QRコード]











日本点字図書館附属　池田輝子記念　ふれる博物館（東京都新宿区）

https://www.nittento.or.jp/about/fureru/index.html

[image: QRコード]











ギャラリーTOM（東京都渋谷区）

https://www.gallerytom.co.jp/

[image: QRコード]











神奈川県立　生命の星・地球博物館（神奈川県小田原市）

https://nh.kanagawa-museum.jp/

[image: QRコード]











南山大学人類学博物館（愛知県名古屋市昭和区）

http://rci.nanzan-u.ac.jp/museum/

[image: QRコード]











国立民族学博物館（大阪府吹田市）

https://www.minpaku.ac.jp/

[image: QRコード]











六甲山の上美術館　さわるミュージアム（兵庫県神戸市灘区）

https://rokkoartmuseum.net/

[image: QRコード]












ＡＢＳＣコラム
だれもが体験できる「ユニバーサル・ミュージアム」




[image: 写真　ひろせこうじろう氏]





広ひろ瀬せ 浩こう二じ郎ろう

南山大学人類学博物館（愛知県名古屋市昭和区）




［略歴］

東とう京きょう都と出身。筑つく波ば大学附属盲学校から京きょう都と大学に進学。２０００年、同大学院にて文学博士号取得。専門は日本宗教史、触しょく文化論。01年より国立民族学博物館に勤務。「ユニバーサル・ミュージアム」（誰もが楽しめる博物館）の実践的研究に取り組み、〝さわる〟をテーマとする各種イベントを全国で企画・実施している。

主な著書に『さわる文化への招待』（世界思想社）、『さわっておどろく！』（岩波ジュニア新書）、『さわって楽しむ博物館』（青弓社）、『世界をさわる』（文理閣）などがある。




さまざまな立場の人が楽しめる博物館にするためには？

私は東京の盲学校を卒業した後、京きょう都との大学と大学院で、日本の宗教や民俗学を専攻しました。２００１年に大おお阪さかにある国立民族学博物館（民みん博ぱく）に勤めることとなり、すでに二〇年が経ちました。民博では研究だけに専念することも可能ですが、私はせっかく博物館で仕事をしているのだから、いつか展覧会を企画したいと考えていました。

　そして２００６年に、「さわる文字、さわる世界」というタイトルで、点字が普及する以前の「さわる文字」や神社や仏像、鳥の模型など、さわる展示物などを並べた企画展を開催したり、「ユニバーサル・ミュージアム」に関する国際シンポジウムを行いました。

　その背景には、いわゆる「博物館　冬の時代」と呼ばれている状況から、これまで博物館から遠い存在だった障害者や高齢者にもやさしい博物館づくりが必要であるという流れがありました。




コロナ禍での開催となった「さわる」展覧会

　私はそれ以降も、全国で触覚を生かしたワークショップを行ったり、現代美術のアーティストとの関係などもできてきたので、その集大成として「ユニバーサル・ミュージアム」の展覧会をやろうということになり、２０１８年くらいからいろいろなところに声をかけていきました。

　民博での特別展は、だいたい三年くらいかけて準備をするので、当初は２０２０年の秋に開催という計画でした。しかも２０２０年は東京オリンピック・パラリンピックが開催される年なので、タイミングもいいと考えていました。

　しかし、２０２０年春からコロナ禍となり、緊急事態宣言なども発令され、東京オリンピック・パラリンピックの開催が一年延期となってしまい、私の企画も開催延期が決まりました。ワクチン接種などが進み、徐々に状況が落ち着いてきたので、２０２１年の９月２日から11月30日までの三か月間、当初の計画から一年遅れで「ユニバーサル・ミュージアム　さわる！　〝触しょく〟の大博覧会」を開催することができました。

[image: 写真　「シュワキュー」で聴覚障害に者展示物の鑑賞のしかたについて解説する動画]





どう「さわってよいか」戸惑ってしまう人も

　この展覧会では、「風景にさわる」「音にさわる」「歴史にさわる」などのテーマを設けました。

「風景にさわる」コーナーでは、風の流れを感じるとか、においや音で空間の広がりを感じるなどの体験ができます。「音にさわる」コーナーは、実際に音を聞くコーナーですが、単に耳で聞くというだけではなく、打楽器を自分で叩いてみることで、その振動を感じることができます。また、楽器にスリットを入れておいて、楽器に顔を近づけると空気の流れを感じたりできる工夫もしてみました。

　ところが、視覚に障害のある人に比べて、ふだんから視覚を使いこなしている人は、あまりさわらないで次の展示に行ってしまう人が多いようです。視覚以外の感覚を使って観察する経験が不足しているため、どうさわっていいのか戸惑ってしまうのかもしれません。

　もし視覚に障害のある人が来場していたら、どのようにさわっているのか参考にしていただくのも面白いかと思います。

[image: 写真　「ユニバーサル・ミュージアム─さわる！〝触〟の大博覧会」　岡山巡回展2023　受付前に立つ広瀬氏]





実物とレプリカとの違い

　３Ｄプリンターが普及してきて、博物館では実物の展示だけではなく、レプリカの活用も進んでいます。

　縄じょう文もん土器の文様をさわって勉強しようという際に、３Ｄプリンターを使えば、文様がきれいに印刷できます。とてもわかりやすいですし、文化財などのレプリカ展示は有効です。

　その一方で、レプリカでは伝わらないものってなんだろうということも考えます。

　五〇〇〇年前に、自分のご先祖様が実際に手で作って、それを手で使っていた道具が、今、自分の目の前にある。土器をさわるということは、土器を通して、五〇〇〇年前の人と自分が握手しているということです。土器をさわっていると、土器の中にさわった指跡が残っていたりすることが、時どきあるわけです。これは土器を外から見ているだけだと気づかないけど、実際に中に手を入れてさわってみて、初めて気づくことでもあります。その指あとに自分の指がフィットしたときの、ぞくぞくっとする感じ。これは実物でしか味わえないことだと思います。




岡おか山やま・北きた九きゅう州しゅうなどで「ユニバーサル・ミュージアム」の巡回展

　せっかく２０２１年に開催した展覧会でしたが、まだコロナの影響もあり、予想していた参加人数より少し下回っていました。巡回展ができればいいなと考えていたところ、岡山放送というテレビ局から声がかかり、今年（２０２３年）４月１日から５月７日まで、岡山市内にあるテレビ局の社屋九階の多目的ホールを使い、民博の展覧会の３／４のスペースで巡回展が実現しました。せっかくなので、岡山独自の展示も少し加えています。

　岡山にはＦ１が開催されたことがある岡山国際サーキットがあるのですが、サーキットの模型を展示して、カーブや勾配がわかるようにしました。

　岡山放送は、三〇年にわたり、ニュースに手話をつけるなど聴覚障害者への対応にも取り組んできました。今回も「シュワＱキュー」というＱＲコードを使って、解説パネルのところに手話・字幕・音声での案内動画が表示されるサービスを取り入れてくれました。

　来年には北九州での巡回展も決定していて、さらにいろいろな地域で開催できればいいなと思っています。




見える人にも視覚以外から得られる情報を体験してもらいたい

　私自身、中学校から盲学校に通い、例えば生物の授業で、植物や昆虫、化石などさまざまなものをさわりながらの授業を体験し、点字の勉強だけでなく、視覚以外のあらゆる感覚への気づきを得ることができたと思っています。

　近年、そうした視覚障害のある人自身のさわる能力やさわる意欲を育てるための施設が増えてきて、とても大事な場所だと思っています。

　そうしたベースがあったうえで、私は活動を視覚障害以外の人へもひらいていく、つまりユニバーサルな活動にしていきたいと考えています。見える人にも視覚以外から得られる情報とか、可能性を感じてもらう活動を続けているところです。（談）




国立民族学博物館では、「ユニバーサル・ミュージアムーさわる！〝触〟の大博覧会」をパノラマムービーとして公開しています（会期はすでに終了）。この機会にぜひアクセスしてください。

[image: QRコード]


https://www.minpaku.ac.jp/panorama/universaldata/universal.html





私がすすめるこの１冊　My recommended book No.3




株式会社　インプレスホールディングス

最高相談役／ファウンダー

塚つか本もと 慶けい一いち郎ろう

取締役副社長

塚つか本もと 由ゆ紀き




自分に障害があるとは思っていません。

また元のようにページをめくって読みたいんです。










　パソコンの草創期にアスキーの創業に関わり、１９９２年にインプレスを創設、２０００年には上場企業に押し上げる一方で、出版業界で電子書籍を推進してきた塚本つかもと慶一郎けいいちろうさん。２００７年７月に突然倒れ、介護なしでは生活できないほどの障害を負いました。読書家でもあった塚本さんが、今、どんなふうに本を読んでいるのか、お話をうかがいました。ご本人は発話に困難があるため、長女の塚本由紀ゆきさんにもご同席いただいたインタビューです。




──塚本さんは、１９９０年代から電子書籍に着目して、２０００年代から戦略的に電子書籍事業に取り組まれていましたよね。今は、電子書籍で読まれているんでしょうか。

　電子書籍端末やスマートフォンなどでは、ページめくりのボタンが小さすぎて操作できません。（紙の）雑誌が多いですね。それでも、比較的動くのは利き手だけなので、パラパラしながら「めくりづらい」と感じるとすぐに閉じてしまいます。

──オーディオブックなどは利用されていますか？

　オーディオブックはあまり使っていません。電子書籍のＴＴＳを利用しています。

　もともとＭａｃ好きだったので、アップル製品の音声読み上げ機能（編集部註　ＭａｃＯＳには２００５年から標準搭載。２０１１年に日本語対応するまでは別途音声合成ソフトのダウンロードが必要だった）を使っています。ですが、自分一人では操作できないので、家族が夕食の準備などで忙しかったりすると、そこまで手が回らないというのが現状です。雑誌や新聞であれば、テーブルに広げておけば読めますが。

──塚本さんの好きなジャンルは？

　カメラ雑誌ですね。もともと好きでしたが、脳の損傷から「左ひだり半はん側そく空間くうかん無視むし（編集部註　目では見えていても左側が認識しづらい）」になってしまったので、左端にある文字や写真が読めません。小説のように連続して追わないといけないものは苦手で、どこのページを開いてもわかるものを好むようになりました。

　もともとは本好きで、休みの日にはソファーでずっと本を読んでいました。今は時間ができたので、もっと読みたいという気持ちはあると思います。

　ですから、書店に行くのは楽しみです。書店では棚に囲まれて、どこを見ても本という空間で、背表紙だけでも読みます。ただ、車いすが通りづらく感じるお店からは足が遠のいてしまいました。

──書店のバリアフリーということも、考えなければいけませんね。

　そうですね。棚についてはいろいろ気づきがありました。車いすだと、ちょうど膝が平台に当たって、奥に並べられた本までが遠いとか、高い位置の棚だと障害がある人は手にとりにくいとか。もうだいぶ前ですが、丸善まるぜん丸まるの内うちの四階にあった松丸まつまる本ほん舗ぽ（２００９年～２０１２年）は低いところにも棚があって、お気に入りでした。

[image: 写真　松丸本舗で本を手に取る塚本慶一郎さん（2012年9月撮影）]


──以前はどのようなジャンルの本を読まれていたんでしょう。

　ノンフィクションが多かったですね。心理学や精神分析、エーリヒ・フロムの本などもありました。理工学系やコンピュータ系、金融、実用ビジネス、それにワインが好きだったので、ワイン本も読みました。

──それほどの読書家だった塚本さんが、自分で好きなように本を読むのが難しくなってしまったのですよね。

　自分に障害があるとは思っていません。また元のようにページをめくって読みたいんです。

──倒れてから、どれくらい経ちましたか？

　２００７年７月でしたから、もう一六年です。株主総会が終わって、翌週の日曜日でした。昼すぎに「ちょっと皇居の周辺を走ってくる」と自転車で出かけていった先で倒れ、その日は夜の一一時ごろまで手術でした。医師からは脳死か植物状態かもしれないと言われました。

──生還されて、ほんとうによかったです。由紀さんは、その後介護をしなければならない状況下で、何か励みになった本はありますか？

　当初は情報がなかったので、体験記などを読みました。ジル・ボルト・テイラーの『奇跡の脳』（竹たけ内うち薫かおる訳、新しん潮ちょう社しゃ、２００９年、２０１２年に新潮文庫しんちょうぶんこ）とか、神足こうたり裕ゆう司じさんも似たようなご経験をされたので、息子さんとの共著『父と息子の大だい闘とう病びょう日にっ記き』（神足祐ゆう太た郎ろう共著、扶ふ桑そう社しゃ、２０１４年）とかですね。リハビリに関しては、専門書を読みました。理学療法士になる人のための本とか、認知行動療法の本とか。

──突然倒れることも、介護をしなければならなくなることも、誰にでも起こりうることだと思います。同じような境遇になった人に対して、とくにお勧めしたい本があれば教えていただけますか？

　植物状態のことを「遷延性せんえんせい意い識しき障しょう害がい」というんですが、その「遷延性意識障害者家族の会」に通っていました。そこで紹介されて読んだのが、柳田邦男さんの『犠牲サクリファイス　わが息子・脳死の11日』（文ぶん藝げい春しゅん秋じゅう、１９９５年、１９９９年に文ぶん春しゅん文ぶん庫こ）でした。内容の重い本でしたが、極限が見えているので、励みになりました。





【出版物紹介】




犠牲サクリファイス

わが息子・脳死の11日

[image: 写真　『サクリファイス　わが息子・脳死の11日』書影]


著者名： 柳やなぎ田だ 邦くに男お

出版社： 文ぶん藝げい春しゅん秋じゅう

発売日：１９９５年７月

（１９９９年６月に文ぶん春しゅん文ぶん庫こ、２０１４年８月に電子書籍）

税込価格： ７１５円（文庫版）

ＩＳＢＮコード： 978-4-16-724015-8（文庫版）




「脳が死んでも体で話しかけてくる」。自ら命を絶った二十五歳の息子の脳死から腎提供に至る最後の十一日を克明に綴った感動の手記。










奇跡の脳　脳科学者の脳が壊れたとき

[image: 写真　『奇跡の脳　脳科学者の脳が壊れたとき』書影]


著者名： ジル・ボルト・テイラー　竹たけ内うち　薫かおる（訳）

出版社： 新しん潮ちょう社しゃ

発売日： ２００９年７月（２０１２年３月に新しん潮ちょう文ぶん庫こ）

税込価格： ８２５円（文庫版）

ＩＳＢＮコード： 978-4-10-218021-1（文庫版）




脳科学者である「わたし」の脳が壊れてしまった─。ハーバード大学で脳神経科学の専門家として活躍していた彼女は37歳のある日、脳卒中に襲われる。幸い一命は取りとめたが脳の機能は著しく損傷、言語中枢や運動感覚にも大きな影響が……。以後８年に及ぶリハビリを経て復活を遂げた彼女は科学者として脳に何を発見し、どんな新たな気づきに到ったのか。驚異と感動のメモワール。










父と息子の大だい闘とう病びょう日にっ記き

[image: 写真　『父と息子のだいとうびょうにっき』書影]


著者名： 神足こうたり 裕ゆう司じ　神足 祐ゆう太た郎ろう

出版社： 扶ふ桑そう社しゃ

発売日： ２０１４年９月（２０１４年12月に電子書籍）

税込価格： １，３２０円

ＩＳＢＮコード： 978-4-594-07127-1




家族が笑うとボクも笑う。そんな小さな笑いが唯一の救いだった。父と過ごすことで、私は日常を反はん芻すうしているのだと思う。重度くも膜下出血からの生還。家族の新しい〝日常〟のはじまり。





【ＡＢＳＣ通信】




出版情報登録センター（ＪＰＲＯ）でＴＴＳの対応可否が登録できるようになりました

　２０２２年度、ＡＢＳＣ準備会及びＴＴＳ推進ＷＧからの要請で、出版情報登録センター（ＪＰＲＯ）の電子書籍書誌登録に「ＴＴＳ」の項目が増設されました。この改修により、ＥＰＵＢリフローの電子書籍にＴＴＳの対応が登録できるようになりました。

　電子書籍をＴＴＳに対応させるには、①コンテンツの対応、②ビューアーの対応、③電子書店のウェブアクセシビリティ対応、の三つが揃う必要があります。今回の改修はその第一歩で、①に相応するものです。

　配信済みの作品を一括して更新したい場合は、エクセルでの一括登録も可能です。詳細はＪＰＲＯのマニュアル等をご参照ください。

　今後もＡＢＳＣでは、ＴＴＳ推進ＷＧを中心に、デジタル出版者連盟や電子出版・流通協議会、ＤＡＩＳＹコンソーシアム、さらには日本文藝家協会など関係各所と連携しながら、出版社やビューアー会社、電子書店などがＴＴＳに対応できるよう、環境整備に取り組んでまいります。







電子書籍登録についてのお願い

　電子書籍の書誌情報は、電子取次のモバイルブック・ジェーピー（ＭＢＪ）と連携しています。ＪＰＲＯに登録できるようにするためには、ＪＰ‐ｅコード（ＭＢＪの項目名は「ＪＤＣＮ」）が必須です。この「ＪＤＣＮ」が登録されていないために、ＪＰＲＯに反映されない電子書籍が多数あります。電子書籍の書誌情報には「ＪＤＣＮ」のご登録を、また底本がある場合は、底本ＩＳＢＮの入力もお忘れにならないようお願いいたします。







Ｂｏｏｋｓのウェブアクセシビリティ

　ＪＰＲＯが運営する本の総合カタログサイト「Ｂｏｏｋｓ」（https://books.or.jp）が２０２３年１月末より日本工業規格（以下、ＪＩＳ）高齢者・障害者等配慮設計指針に沿った「ＪＩＳ Ｘ ８３４１‐３」のレベルＡに準拠しました。

ＪＰＲＯに登録されたTTS対応の電子書籍は、Ｂｏｏｋｓでも表示されるようになります。

Ｂｏｏｋｓでは、ＪＰＲＯに登録されているオーディオブックや大活字本の検索も可能です。今後はさらに、サピエや国立国会図書館から入手できるＤＡＩＳＹや点字データなどの情報もＢｏｏｋｓに集約していきます。







『ＡＢＳＣ準備会レポート』が電子書籍（ＴＴＳ対応版あり）、マルチメディアＤＡＩＳＹ、点字データに対応しました

　本レポートの創刊号、２号は、電子書籍（ＴＴＳ対応版あり）、マルチメディアＤＡＩＳＹ、点字データに対応しております。必要な方は、下記にアクセスしてくださるようお願いいたします。

『ＡＢＳＣレポート』となった３号以降も順次対応してまいります。

[image: QRコード]


https://jpo.or.jp/absc/report/ab/




[image: イラスト　ひまわり]








ご登録はおすみですか？

　２０２３年３月のＪＰＯ理事会で、「ＡＢＳＣ準備会」は、今後ＡＢＳＣとして活動していくことが承認されました。

本格的な活動までにはまだお時間をいただくことになりますが、今後ＡＢＳＣから何かご連絡をさしあげる場合、あらかじめ窓口の方をご登録いただけると大変助かります。ご登録情報を公開することはありません。

この「ＡＢＳＣレポート」に記載された内容を、必要に応じて社内で共有してくださるご担当の方がいらっしゃるのであれば、ぜひ連絡窓口としてご登録くださるようお願いいたします。




「読書バリアフリー法に対応する〈ＡＢＳＣ連絡窓口〉設置のお願い」の詳細はこちら。

[image: QRコード]


https://jpo.or.jp/topics/2021/10/211029.html










ご登録はこちらからお願いいたします。

[image: QRコード]


info-absc@jpo.or.jp




Ⓒ2023 Japan Publishing Organization for Information Infrastructure Development

本誌の複製をご希望される場合、本文や写真を転載する場合は、ＡＢＳＣ（info-absc@jpo.or.jp）宛てにご連絡下さい。





[image: 裏表紙画像　写真　「手と目でみる教材ライブラリー」に所蔵されている弥勒菩薩半跏思惟像の模型。 表紙は前から、裏表紙は後ろから撮影しています。]
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